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論 文 内 容 の 要 旨
【目的】Patellar clunk syndromeは人工膝関節置換術(以下TKA)後に膝関節屈曲位から伸展する際 
に patellar componentの有痛性の異常動作とclunkや crepitationと表現される異常音を生じる症 
候群を指す。術後 12ヶ月以内に発症し、posterior-stabilized(PS)夕イプに多く、病態としては膝 
蓋骨上極に生じたfibrous noduleが人工関節顆間部に挟まることで生じると考えられている。今回 
われわれは当科で施行した単一機種のTKA術後にpatellar clunk syndromeを経験し、その発生要因 
を検討した。
【対象】2003年 3 月〜2004年 9 月までに当科で施行したTKA後 2年以上経過観察可能であった93 
患者 113膝 (男性 6 膝、女性 107膝〉、平均年齢70. 9歳 (51-86歳)
【方法】手術は全例同一機種で、patellar clunk syndromeの診断は膝関節屈曲90°から伸展した際 
に何らかの音を聴取する患者とした。Patellar co即onentの位置異常の指標として膝蓋骨軸写で膝 
蓋骨の傾きであるtilting angle、膝間節側面像で関節面に対する膝蓋骨の高さH、膝蓋靱帯と脛骨 
co即onentの距離R、膝蓋骨上下の距離を膝蓋靱帯の長さで除した数値であるInsall Salvati Ratio 
を測定した。また手術時の外側膝支持帯の解放の有無も検討し、発生要因の検討を行った。
【結果】Patellar clunk syndromeを 15膝 (13.3%)に認め、発生要因として有意であったのはtilting 
angleのみで、その他の要因との関係は有意ではなかった。
【結論】Patellar clunk syndromeの発生要因としてpatella tilting angleの関与が示唆された。
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
整形外科領域において高齢者の膝関節疾患、特に膝関節痛を伴う変形性膝関節症を診療する機会は 
多い。この疾患に対して現在、最も一般的に施行されている手術的治療法が人工膝関節全置換術(以 
下 TKA)である。この手術手技は10年成績が95%を超える非常に安定した手術手技であるが、まれに 
合併症に遭遇することがある。これら合併症の中の一つにpatellar clunk syndromeといわれる現象 
が存在する。patellar clunk syndromeとは、TKA術後に膝閨節屈曲位から伸展する際に、膝蓋骨コ 
ンポーネントの有痛性の異常動作と、clunkや crepitationと表現される異常音を生じる症候群であ 
る。通常は術後 1 2 ヶ月以内に発症し、人工関節の種類の中では後十字靱帯を除去して手術を行う 
posterior-stabilized (PS)夕イプに多いと言われている。また機序としては膝蓋骨上極に生じた 
fibrous noduleが人工関節顆間部に挟まることで生じると考えられている。今回われわれは当科で 
施行した単一機種のTKA術後にpatellar clunk syndromeを合併した症例を経験したので、その発生 
頻度と要因について検討を加えた。
対象は 2003年 3 月〜2004年 9 月までに当科でTKAを施行し、術後 2 年以上経過観察が可能であっ 
た 9 3患 者 113膝とした。男性 6膝、女性 107膝で、年齢は5卜86歳、平均 70. 9 歳であった。patellar 
clunk syndromeは、膝関節屈曲9 0 °から伸展した際に何らかの異常音を聴取する場合に、陽性と診 
断した。ま た patellar componentの位置異常の指標として膝蓋骨軸写での膝蓋骨の傾きである 
tilting angle、膝関節側面像で関節面に対する膝蓋骨の高さH、膝蓋靱帯と脛骨co即onentの距離R、 
膝蓋骨上下の距離を膝蓋勒帯の長さで除した数値であるInsall Salvati Ratioを測定し、patellar 
clunk syndrome発生との関係を検討した。加えて、手術手技で外側膝支持帯の切離の有無との関係
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についても検討を加えた。
Patellar clunk syndromeは 15膝、13. 3%に認められた。また、発生要因として検討した項目の中 
で、tilting angleの絶対値が5 ° を超えるものが有意にpatellar clunk syndromeの頻度が高かつ 
た。以上のことから、変形性膝関節症に対して人工膝関節全置換術を施行する場合、膝蓋骨コンポ一 
ネン卜を大腿骨コンポーネントの顆間部に対して平行に設置することが重要であることが判明した。
以上の研究結果は、人工膝関節全置換術後のpatellar clunk syndromeの発生頻度と機序を明らか 
にしたもので、その合併症頻度を減少させるための有意義な研究である。よって本研究は博士(医学) 
の学位を授与されるに値すると判定された。
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